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序 章 

 

これまで筆者は、⽇本画制作の実技研究と美術教育の理論研究、および中学校美術科の教

育実践に携わってきた。その中で⽇本画を⽔墨画や浮世絵と混同して理解される例が極め

て多く、⻄洋絵画と⽐較したときに、⽇本絵画に対する理解が⼗分に得られていないと強く

感じてきた。おそらく現代社会では⽔墨画や⽇本画よりも、⻄洋絵画をより⾝近で親しみや

すいと感じている⼈の⽅が多いのではないだろうか。世界的に進むグローバリゼーション

の波の中で、⽇本⼈が⽇本絵画について語れない寂しさのようなものも、筆者は感じてきた

と⾔える。 

なお本論⽂では、墨や和紙、岩絵の具といった伝統的な画材を中⼼として描かれた作品全

体を指す時には「⽇本絵画」とし、明治時代中期以降に描かれ、岩絵の具等を多⽤した近代

⽇本絵画のみを指すときには「⽇本画」として論を進める。また墨と⽔によって作り出され

る表現を重視して描く絵画作品全体を「⽔墨画」とし、より⽇本語的な響きを持ちながら⽇

本の近現代の作品を⽰すことの多い「墨絵」なども、これに含まれるものとする。 

美術界に⽬を向けると、筆者が制作を⾏ってきた⽇本画については、1990 年代頃から活

発な議論が展開されている。とくに北澤憲昭の『眼の神殿「美術」受容史ノート』1を⽪切

りに、⽇本画とは⽇本の「伝統」絵画ではないという考えが広がりはじめ、「⽇本画」をテ

ーマとしたシンポジウム2なども、開かれるようになった。とくに議論の中では、「⽇本画」

という⾔葉⾃体が明治時代に創出されたものであることや、⽇本画を⽇本の伝統絵画と⾃

⼰規定する要素の⼀部であった画材や、その扱われ⽅においても、明治時代から戦後にかけ

て⼤きく変化していたことなどが問題となった。つまり、どこに⽇本絵画の伝統性や独⾃性

を⾒るのかといった、ごく根本から「⽇本画」や「⽇本絵画」を捉え直す必要性が出てきて

いたと⾔える。 

他⽅学校教育では、2006 年に改正された教育基本法において、教育の⽬標に「伝統と⽂

化を尊重」する態度を養うということが規定されたことを受け、2008 年度の学習指導要領

の改訂以降、美術科では「美術⽂化の継承と創造への関⼼を⾼める」という姿勢が重視され

るようになった。これに伴い美術科教科書では、⽇本絵画の「鑑賞」に関わる図版の掲載が

増加し、さらにその特徴についても多くのページが割かれるようになった。また同時に、⽔
 

1 北澤憲昭、『眼の神殿「美術」受容史ノート』、ブリュッケ、2010 年（美術出版社 1989
年初版発⾏） 
2 国際シンポジウム「⽇本画の所在−東アジア絵画としての−」、東京藝術⼤学、2018 年
1⽉ 27,28 ⽇、なお同シンポジウムの内容は、北澤憲昭 古⽥亮『⽇本画の所在―東アジア
の視点から』（勉誠出版、2020 年）として刊⾏されている。 
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墨画をはじめとする「表現」教育の題材も、図画⼯作科の⾼学年及び美術科教科書に掲載さ

れるようになった。これらの動きは、改正教育基本法に「伝統と⽂化を尊重」する態度を養

うという新しい教育⽬標が加わったことによるものであることから、美術科において⽇本

絵画を鑑賞すること、⽔墨表現を⾏うことは「伝統」「⽂化」を重視した教育内容として位

置付けられていることになる。 

しかし、⽇本画制作を続ける傍ら教育実践に⾝をおいてきた筆者にとって、「⽇本画」の

定義が揺らぎ、⽇本絵画の「伝統」もまた不明確な中、何を特⾊として中学⽣に伝えるべき

かいうことは、⼤きな⼾惑いであった。また墨を主体として中学⽣に描かせる絵画の指導法

はもちろん、適切な教材すらも定かではなかった。 

けれども、筆者が教育現場で対象とする中学⽣からは、⼩学校の図画⼯作科で⽔墨画を学

習しているという声が聞かれはじめた。そこで次のような問いが⽣まれたのである。彼ら・

彼⼥らが⼩学校で、⽇本絵画についてどのような学習をしてきたのか。それらを踏まえて、

中学校美術科ではどのような学習が望まれるのか。また、近年取り⼊れられるようになった

⽔墨画表現では、どのような教材、道具を⽤いて授業が⾏われているのか。この新しい美術

教育の動きに、現場教員は⼾惑いなく、指導に取り組めているのだろうか。そして教育基本

法改正以降の「伝統」や「⽂化」が重視された中学校美術科において、これからの未来を⽣

きる⼦供たちのために、どのような⽇本絵画教育が求められているのだろうか。 

以上のような背景と問題意識から、本研究は出発した。 

 

本論⽂の⽬的は、中学校美術科における「⽇本絵画」に関わる教育の変遷と現状を明らか

にし、同科におけるこれからの⽇本絵画学習の望ましい在り⽅を探究することにある。そこ

でまず、学習指導要領および美術科等の教科書の変遷を追いながら、現在の⽇本絵画鑑賞の

充実、および⽔墨表現学習が定着するまでに⾄る歴史や動向をとらえる。また中学校教員を

対象としたアンケート調査を⾏い、その結果から美術科における⽇本絵画教育の現状と課

題について検討する。そして筆者⾃⾝による美術科における⽇本絵画を題材とした教育実

践の詳察を踏まえ、今後の教育充実のために、望ましい学習の在り⽅や⽀援の在り⽅につい

て考察する。 

管⾒の限り、近年の⽇本絵画に関わる教育の実態を包括的に捉えようとする研究は⾒ら

れなかった。また、美術科教育の歴史についての研究は充実しているものの、近年の⽇本絵

画教育の動向を捉えることができるような、⽇本絵画に焦点化した歴史研究が、⼗分に⾏わ

れているとは⾔えない。 

さらに⽇本絵画の表現学習に適切な画材に対する研究も進んでいるとは⾔い難い。関⼝
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喜美⼦による先⾏研究では、和紙のドーサ引きによる表⾯加⼯処理に焦点をあて、この効果

を⽣かした図画⼯作科における教材化を考案している3。しかしドーサの効果に着⽬した研

究であるため、墨ではなく絵の具を⽤いており⽑筆による表現もまた重視した研究とはな

っていない。また⼤⽵卓⺠は、俵屋宗達の「たらし込み」技法に着⽬し、中国と⽇本の⽔墨

表現の違いについて、ドーサ引きの紙に描かれた表現効果から迫る研究を⾏なっている。そ

して⽇本⽔墨画の独⾃性をこの表現効果に⾒出しているが、画家として表現する⽴場から

書かれており、中学校などの教育に⽣かすための研究ではない4。 

したがって、⽇本絵画教育の歴史と現状を捉え、より実践的な今後の教育の充実を図ろう

とする本研究は、美術教育界に資する研究となる。 

⽇本絵画の教育は「伝統」「⽂化」と密接に関わるため、教育で取り上げるときには、注

意が必要である。これからの時代を⽣きる⼦供達にとって、⽇本絵画に関わる学習の内容

が、単に⾃国⽂化の伝統を称賛するだけのものであってはならない。グローバル社会を⽣き

る世代にとって必要とされるのは、⾃国の⽂化を理解し、⾃信をもって発信しながら、同時

に異⽂化を理解し、対話していくことができる⼒なのではないだろうか。本研究は、そうし

た⼦供達の育成の⼀助となることを⽬指していく。 

 

本論⽂は次のように構成する。 

第１章では、戦後から現在までの学習指導要領と教科書の変遷を論じる。まず 2008 年の

学習指導要領の改訂に伴う変化に着⽬しながら、中学校における⽇本絵画に関わる教育に

つながる視点を理解するために、図画⼯作科の学習指導要領の内容を調査する。その上で中

学校美術科の変遷について分析し考察を⾏う。また、⼩学校図画⼯作科の⽇本絵画に関わる

教育の現状を、学習履歴を問うアンケート調査から分析する。そして教科書に掲載された⽇

本絵画の調査を進めることで、これまでに重視されてきた学習内容の変遷について、分析す

る。とくに年代別掲載量や、重視されてきた画家作品、学習内容の変遷、さらにその背景を

考察することで、現在の教育につながる視点や課題を導き出す。 

第 2 章では、第 1 章の戦後教育の分析では⾒られなかった、戦前の⽇本絵画に関わる教

育について取り上げ、現代の教育で⽣かせる視点を掘り起こす。とくに明治時代は、現在の

ような鉛筆がまだ⼀般には普及しておらず、⽑筆による書画が⼀般的な時代である。この⽑

 
3 関⼝喜美⼦、「図画⼯作科における伝統素材を取り⼊れた教材化の考案−和紙と礬⽔を⽤

いた表現と実践」『美術教育学研究』、第 52 号、2020 年、pp.201-208 
4 ⼤⽵卓⺠、『「たらし込み」はどのように⽣まれたか 宗達の謎 描く現場からの報告』、⽇
貿出版社、2021 年 
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筆による絵画教育が、⽂明開化を経てどのように普及し、変遷を遂げ、戦後にかけて衰退し

ていったかの経過をたどり、現代の教育に残る影響と、忘れ去られた視点を再検討する。そ

の上で、これからの教育に⽣かせる実践的な指導法や、使⽤画材について考察を⾏う。 

第３章では、第 1・2 章の歴史的な分析とは異なり、現状における教育現場の実態把握を

⽬的として東京都の中学校美術科教員を対象に⾏った、⽇本絵画に関わる教育アンケート

調査について述べる。とくに現在の教育現場にみられる実施率を明らかにするとともに、

「表現」と「鑑賞」それぞれの学習⽬的、学習内容、使⽤教材、必要な⽀援、有効性の⾼い

学びなどについて詳細に分析し、⽇本絵画に特徴的な学習の優位性や今後の課題について

論じる。 

第 4 章では、第１章で論じた現状につながる⽇本絵画を題材とした美術教育の動向、第

２章で掘り起こされた歴史的研究の考察結果、そして第３章の現職教員を対象とした実態

アンケート調査から導き出された分析を反映させ、筆者による教育実践を「鑑賞・表現」の

両⾯で⾏う。さらに活動後には、⽣徒の意⾒や感想をワークシートから分析し、今後の⽇本

絵画を題材とした学習へむけた有効性や発展性について検討する。 

終章では、第 1・２章の歴史的分析の考察と、第 3・4 章の実態アンケート調査・実践研

究から得られた考察をまとめ、これからの⽇本絵画学習が中学校教育で担うべき役割や、果

たすべき意義について結論を述べる。  
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本⽂は、学術雑誌へ掲載されているものと、掲載予定のものを含むため、削除してあります。 
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